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【目的】人工股関節置換術後に生じるポリエチレン
の摩耗をきたさず恒久的に使えることを期待して、70
歳未満の比較的若い症例にceramic　on　ceramicセメン
トレスTHAを施行してきた今回その術後短期成績
を検討し報告する。
【対象】2年以上経過したStryker社町ceramic　on
ceramicセメントレスTHA（stem側は遠位部が円筒
形トリスリットのSecur－Fit　plus　stem）32例36股
（男性2例2股、女性30例34股）について検討した。
手術時年齢は平均60．8歳、術後経過観察期間は2年か
ら6年6ヶ月平均3年10月であった。
【方法】臨床成績はJOAscoreを使用し、thigh　painの
有無を検討した。X線学的にはsocket周囲のclear
zoneの有無、　looseningの有無、　stem周囲のclear　zone
の有無、骨皮質の肥厚の有無、stem移動の有無につい
て検討した。再置換術例はその原因について検討し
た。
【結果】JOAscoreは術前41．8点が術後最終観察時
88．5点に改善していた。Thigh　painは2例に認めたが
いずれも半年以内に改善した。再置換に至った症例は
2股あり、いずれも男性で術後3年8ヶ月での遅発性
感染と術後3年6ヶ月で臼蓋側のceramic破損による
ものであった。Socket側ではclear　zoneはGruenの
zone　Iに9股、　IIに1股、　IIIに5股認めた。　Loosening
をきたしたのは感染の1例であった。Stem側ではSin－
king例はないが術後早期に内反移動しその後止まっ
た症例を6股認めた。clear　zoneはzone　3に3股、4に
ll股、5に5股認めた。
【まとめ】術後短期ではあるが再置換に至った例を2
股認め、1股にceramicの破損を認め今後に問題を残
した。socket側にclear　zoneが多い傾向にあった。Stem
の内反移動は遠位部が円筒形で太く、近位のFitting
不良をきたすためと考え、最近はテーパーのstemに
変更し、以後の症例では起こしていない。しかし今後
共、中長期の注意深い観察が必要と思われた。
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【目的】人工関節の開発とその普及に伴い各関節疾
患に苦しむ患者のQOLは著しく向上したが、その一
方で感染のリスクは常に付き纏う重篤な合併症の一
つである。ひとたび感染が発症すると重篤で難治性で
あり、それに伴う治療期間の延長、患者の苦痛、医療
経済面での損失は計り知れない。しかしながら、本邦
における人工関節置換術後の感染率やそのバックグ
ラウンドに関するエビデンスは得られていないのが
現状である。本研究の目的は、人工股関節全置換術後
の感染症発生率およびその危険因子を明らかにする
ことである。
【方法】全国日本整形外科学会認定研修施設（2，241
施設）に対し、2004年の1年間に施行された人工股関
節全置換術症例を対象にアンケート調査を行なった。
調査項目は、施設病床数、年齢、性別、身長、体重、原
疾患、合併症、喫煙の有無、術前ステロイドの注入歴、
術前ステロイド・抗リウマチ薬の使用状況、術前血清
TP・Alb値、クリーンルーム使用の有無、術衣の種類、
手術月、手術時間、出血量、輸血量、術者経験年数、使
用機種、セメント・骨移植・人工骨等の有無、術前入
院期間、除毛の有無、術前消毒剤シャワーの有無、手
術室入室人数、術中洗浄の有無、ドレーン留置の有無、
術前術中術後抗菌薬の使用状況等である。収集された
アンケートデータより感染率を明らかにするととも
に、感染要因の検討を行った。
【結果】230施設3，443症例の回答が得られ、感染率
は0．7％であった。
　感染の危険因子として、年齢、体重、手術月、手術
時間、術中出血量、同種骨移植、術前ステロイドの注
入歴が挙げられた。
【考察】手術侵襲の大きい症例ほど感染リスクが高
いと考えられるが、独立した各因子の影響を詳細に検
討するには今後更なる知見が必要と考えられる。
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